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研究要旨 

協調運動は様々な生活場面に必要かつ重要な脳機能のひとつで、子どもの認知や社会性、

情緒の発達に深く関係している。いわゆる「不器用さ」と呼ばれるその発達の問題が発達

性協調運動障害（DCD）に該当する。DCD の頻度は 5-6％と高く、更にその約 50-70％が

青年期・成人まで持ち越し、うつ病や不安障害、生活習慣病、心血管障害につながる。従

来から神経発達障害に「不器用さ」のある例が多く存在することは臨床的に知られている

が、単なる併存状態として捉えられがちであった。しかし、近年、協調運動など身体性は

当事者にとって日常生活の最も重大な困難のひとつであり、また、神経発達障害の基盤で

あることが示唆されている。しかし、日本では子どもの「不器用さ」への理解や認知が低

く、客観的な評価尺度も存在せず、実態把握や特性に基づいた医療や療育、特別支援教育、

合理的配慮などの支援を困難にしていた。本研究では、研究分担者が開発してきた国際的

アセスメントツールである Little DCDQ、DCDQを用いて、早期の気づきと支援のための

スクリーニングとして 5項目を提案した。 

Ａ．研究目的 

日常生活の様々な行為や活動において、

様々な運動 （movement、locomotion）や

そのスキル（Motor skills）が関与している

が、これらには、視知覚、触覚、固有覚な

ど様々な感覚入力を統合し、運動企図や運

動計画に基づき、身体各部の動きが適切に

コーディネート（Coordinate）され、適切

な速さや強さ、タイミングや動きの正確さ、

姿勢やバランスのコントロールなど様々な

要素がうまく協調することが大切である。

このような活動に関する様々な感覚入力や

運動要素を高いレベルで統括する脳の機能

を協調運動(Coordination)と呼び、子どもの

成長とともに発達する重要な脳機能の一つ

である。これらは例えば、口唇、舌、喉頭

などの巧妙な協調による嚥下・摂食、構音・

発話から、排泄・着衣などの日常生活、描

画や書字、道具や楽器操作、バランスやリ

ズム、タイミングを必要とする遊びやスポ

ーツ、姿勢保持や制御など様々な生活場面

に必要である。これらがうまくいかない、

いわゆる「不器用さ（Clumsiness）」、「不

器用な子（Clumsy Child）」と呼ばれる、

協調運動の発達の問題が、DSM-5(2013)に

お け る 発 達 性 協 調 運 動 障 害 

（Developmental Coordination Disorder: 

DCD）に相当する。 



DSM-5では「幼い子どもでは、運動の里

程標（例：座る、這う、歩く）に到達する

ことが遅れていることがある」と記載され

ており、実際、嚥下困難・むせの多さ、滑

舌の悪さ、筋緊張の低下、寝返りの困難、

坐位の不安定・左右差、ハイハイのバリエ

ーション・左右差、歩行の遅延・左右差・

重心の不安定など、運動発達の遅延が乳幼

児期から認められることが多い。一方で、

DSM-5 は「典型的には 5 歳前には DCD と診

断しない」としている。この背景には運動

技能の獲得にはかなりの差があり、幼小期

において評価が安定性しないこと、また、

各国や各医療機関の事情にも鑑み、神経・

筋疾患など運動の遅れの他の原因が十分に

明らかにされていないかもしれないことが

あげられている。 

本分担研究では、研究分担者が開発して

きた国際的アセスメントツールである

Little Developmental Coordination 

Disorder Questionnaire （Little DCDQ）、

Developmental Coordination Disorder 

Questionnaire （DCDQ）を用いて、就学

前の児童において、早期の気づきと支援の

ための項目を抽出し、有効なアセスメント

方法を開発することを目的とした。 

 

Ｂ．研究方法 

１．対象 

A 地方、B 地方の保育所に在籍中の児童

を対象に、調査研究を行なった。A地方、B

地方の保育所においては、3 歳から 6 歳ま

でを対象に調査を行なった。A 地方での回

収率は 83.5％、B地方での回収率は 87.0％

であった。結果、合計 408名（男児 204名、

女児 204名）を解析対象とした。なお、い

ずれの調査研究対象にも運動に障害をきた

すような基礎疾患や知的障害を有する児童

は含まれていない。 

 

２．質問紙 

質問紙は、子どもの性別、年齢などのフ

ェイスシート、協調運動発達を評価するた

めの尺度として、Little DCDQ日本語版、

DCDQ日本語版を用いた。 

 

１）Little DCDQ日本語版 

2011年に 3、4歳用の Little DCDQ が発

表された。Little DCDQ はイスラエル

Hadassah-Hebrew 大学の Rihtman T、 

Parush SによりWilson BNとともに開発

され、その原版はヘブライ語だが、DCDQ

の作成者であるWilson BNにより英語版が

作成された。Little DCDQ は 15項目から

なり、DCDQを基本としているが、実際に

DCDQ から引用されたものは 3 つのみで、

残りの 12 項目は低年齢で協調運動の困難

さがより観察しやすい項目として新しく作

成されたものである。 

ほかの子どもと比べて対象の子どもにど

の程度当てはまるかについて、「まったくあ

てはまらない」1点、「少しだけ当てはまる」

2点、「当てはまる」3点、「ほとんど当ては

まる」4点、「全くそのとおり」5点の 5件

法で回答し、得点が高いほど協調運動機能

が高いことを示す。 

研究分担者はこれまでに 14か国、8言語

以上からなる国際共同研究の中で、Little 

DCDQ日本語版の作成と日本文化への適応

を行ってきた。日本語版の作成と異文化へ

の適応は、国際的ガイドライン (Spine 

25:3186-91. 2000)に則って行なった。日本



語版の開発にあたり、就学前までの養育者

や保育・教育の現場の視点に立てば、オリ

ジナルの Little DCDQの対象年齢である 3、

4歳と、それ以降の就学前の 5、6歳とを別々

の質問紙（後述のDCDQの対象は5歳以上）

で評価することは、同じ子どもの成長・発

達を連続的に捉えることが難しいのではな

いか、更に、年度という区切りで同じクラ

スに 4歳と 5歳が混在するという現実も考

慮すれば、可能であれば在所・在園中は同

じ質問紙で経年的にアセスメントを行いた

いという意見も聞かれたため、原作者との

協議の結果、当初より 3～6歳での使用を念

頭に開発にあたった。 

 

２）DCDQ日本語版 

DCDQは、国際発達性協調運動障害研究

会によるガイドラインにおいて、DCD児を

スクリーニングするための最もエビデンス

のあるアセスメントツールのひとつとして

推奨され、世界的に広く用いられており、

DCDQ日本語版は研究分担者らによって開

発された。対象は 5歳～14.6歳であり、「動

作における身体統制」（6項目）、「微細運動・

書字」（4 項目）、「全般的協応性」（5項目）

の3つの下位尺度に分けられる15項目の質

問からなる。各項目に示される内容が、ほ

かの子どもと比べて対象の子どもにどの程

度当てはまるかについて、「まったくあては

まらない」1 点、「少しだけ当てはまる」2

点、「当てはまる」3 点、「ほとんど当ては

まる」4点、「全くそのとおり」5点の 5件

法で回答し、得点が高いほど協調運動機能

が高いことを示す。 

 

解析統計には、SPSS 22.0日本語版（日

本 IBM）を使用した。 

 

（倫理面への配慮） 

人を対象とする医学系研究に関する倫理

指針（平成 26年文部科学省・厚生労働省告

示第 3 号）等を遵守し、研究分担者ならび

に研究協力者所属の倫理委員会の承認を得

て行った。調査実施においては、研究の目

的、方法、個人情報の保護、研究協力の任

意性、参加後の辞退も可能であることを説

明し、文書によるインフォームドコンセン

トを得て行った。 

 

Ｃ．研究結果 

１．Little DCDQ日本語版による検討 

A 地方、B 地方の保育所での調査により

有効回答を得た 3 歳児 32 名（男児 15 名、

女児 17名）、4歳児 122名（男児 65名、女

児 57名）、5歳児 152名（男児 76名、女児

76 名）、6 歳児 102 名（男児 48 名、女児

54 名）の合計 408 名（男児 204 名、女児

204名）を解析対象とした。 

 

１）内的信頼性に関しては、Cronbachのα

係数は 15項目すべてで 0.875、項目削除後

のCronbachのα係数も 0.858～0.928と高

値であった。バリマックス回転による因子

分析の結果、オリジナルの Little DCDQ、

また、DCDQと同様に「動作における身体

統制」、「微細運動・書字」、「全般的協応性」

の 3因子が抽出された。 

 

２）Little DCDQ日本語版と DCDQ日本語

版との相関 

5、6 歳に関しては、同一児に Little 

DCDQ 日本語版と DCDQ 日本語版の両者



について評価を行なった。両者とも記入が

なされていた 201 名について、Little 

DCDQ 日本語版と DCDQ 日本語版の相関

について検討したところ、合計点、3 つの

下位尺度とも有意な相関を認めた（図 1：

A~D）。 

 

Ｄ．考察 

Little DCDQ 日本語版と DCDQ 日本語

版との間には下位尺度を含めて有意な相関

を認めたことから、幼児期に Little DCDQ

日本語版で協調運動の問題をアセスメント

された児は、5 歳以上、もしくは就学後に

DCDQ日本語版を用いてアセスメントを行

っても、ある程度の連続性や有意な相関を

もって捉えることが可能であることが示唆

される。 

昨今の日本における子ども達の遊びや運

動への取り組み状況なども考慮するなど、

様々な観点から包括的に検討した結果、就

学前にこのような協調運動の問題を早期に

気づくための項目としては、Little DCDQ

日本語版、および DCDQ日本語版の「動作

における身体統制」、「微細運動・書字」、「全

般的協応性」の 3 つの下位尺度の中では、

主に「微細運動・書字」、「全般的協応性」

の中からより多く選択するのが望ましいと

考えられた。 

今回の検討ならびに文献における判別係

数、DCDのサブタイプの存在など包括的に

勘案し、次の 5項目を提案する。 

１）2mくらいの距離でサッカーボール位の

大きさのボールをコントロールよく投げた

り、キャッチできる。 

２）他の子と同じようなスピードで、正確

に字を書くことが（または絵を描くことが）

できる。また、何が書いて（描いて）ある

かわかる。 

３）ビーズのひも通しやシール貼り、レゴ

®など細かい手先の遊びができる。 

４）片付けや、靴を履く、靴ひもを結ぶ、

服を着るなどが、素早く、てきぱきとでき

る。 

５）ある一定の時間、きちんと座っていな

いといけないときに、まっすぐ座っている

ことができる（すぐに疲れたり、前屈みに

なったり、椅子からずり落ちそうにならな

い）。 

 

Ｅ．結論 

就学前に協調運動の問題を早期に気づく

ためには、主に「微細運動・書字」、「全般

的協応性」の中から選択するのが望ましい

と考えた。 
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図１ Little DCDQ日本語版と DCDQ日本語版との相関 (n=201) 
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